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北方領土問題の世界の認識はどのようなものなのだろう。第二次世界大戦後の一九四五年に起こ

った事なので、大きな問題として捉えている国は多くないのかもしれない。しかし、現状は今も解

決していない。だからこそ、日本が積極的に活動をしなければならないのではないだろうか。 

そして、そんな北方領土問題を世界は日本とロシア、どちらの領土だと認識しているのだろう。

そう疑問に思い、各国の世界地図を比較してみることにした。 

現在日本政府は千島列島に北方領土は含まれないと説明している。それに対し、私が見た地図で

は、ブリタニカ世界地図等は、日本政府の説明を否定・無視しているように思える。 

アメリカ製の世界地図は、国後・択捉島の島名はロシア表記のみ。そして、色丹島・志発島は、

ロシア表記に加えて、カッコ内に日本表記がある。 

シンガポール製・ハンガリー製・オーストリア製・カナダ製等は北方領土をロシアの領土として

いる。日本以外の地図で日本の領土となっている地図はほとんどないと思う。しかし、中国製の地

図は、北方領土を日本の領土している。（ロシアの占領中であると記されている。） 

このように、世界のほとんどは「北方領土はロシアの領土」と表記しているようだ。それは、国

際条約の解釈の違いだ、と私は考える。日本は「日露和親条約」等を根拠に「北方領土は千島列島

とは別で日本固有の領土」と主張している。一方、ロシアは「第二次世界大戦の結果として獲得し

た領土」であると主張している。その結果、多くの国は中立的な立場をとるため、日本の主張だけ

に合わせるよりも「戦後の現状＝ロシアの支配」を表記することが無難だと考えているようだ。 

また、この北方領土問題は、現在も続いているロシアによるウクライナ侵攻と似ているのではな

いだろうか。両者の類似点は多くあるが、大きく二つに分けることができる。 

一つ目は、力による占領だ。ロシアが戦時下において、他国の一方的な武力行使で占領し、実効

支配を継続している状況である。 

二つ目は、領土の帰属問題だ。日本は北方領土が日本固有の領土であると主張し、ロシアは自国

領土であると主張しているように、両国間で見解が対立している。 

どちらの領土問題も沢山の人々が故郷としてきた場所を奪われている。そんなことは絶対にあっ

てはいけないはずだ。私はこのような問題を解決していく為には、周りの考えをしっかり受け止め

る・相手と対等な関係でいる事だと考える。メディアから与えられる情報を鵜呑みにし、一方的に

「ロシアが悪い」と決めつけてしまうと再び戦争が起こることもあり得るだろう。そのような事を

防ぐためにも、私達は考えることをやめず、自分から様々な情報に触れていくことが大切なのでは

ないだろうか。 


